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速水御舟と、ゆかりある画家たち

特集展示 日本のやきもの色イロ

特別展「御舟と一村、珠玉の日本画」

③小林古径「麦」大正15年（1926）

岡田美術館（館長・小林忠）では、開催中の特別展「御舟と一村、珠玉の日本画」にて、名品「木蓮（春園麗華)」

（①）を含む速水御舟の作品4件と、御舟にゆかりある画家たちの作品を展示しています。

幕末から大正にかけて活躍した松本楓湖（⑤）は、偶然にも御舟の家の斜め向かいに、私塾である安雅堂画塾

を開いていました。御舟は13歳で入門し、そこで徹底的に模写を行い基礎を学んだと言われています。

また同じ日に16歳で同塾に入門した小茂田青樹（②）とは、その後、一生の友となりました。御舟が亡くなる2年

前に逝去していますが、御舟は2人の関係について「画の上での苦悩を救ってくれた」「二十数年間、画業の上

に兄弟の交りをもって過ごしてきた」と言葉を残しています。

所属した日本美術院の画家たちとの親交も深め、小林古径（③）とは30歳の時に国内を１カ月間旅した仲でし

た。墨のみで描いた「木蓮（春園麗華) 」 と「麦」は同じ年に描かれています。特別展ではほかに、安田靫彦、奥

村土牛、前田青邨、土田麦僊、村上華岳など同時代に影響を与え合った画家の作品も展示中です。

④鈴木其一 「木蓮小禽図」

江戸時代後期 19世紀前半

①速水御舟「木蓮（春園麗華)」

大正15年（1926）

⑥田中一村 「白花と赤翡翠」

昭和42年（1967）

ⓒ2025 Hiroshi Niiyama

⑤松本楓湖「養老の滝・富士見西行図」

明治時代末～大正時代前期 20世紀初頭

②小茂田青樹「粟に蜻蛉」

昭和時代初期 20世紀前半
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特集展示 日本のやきもの色イロ

日本のやきものは、1万年以上前の縄文土器に塗られた赤と黒から始まり、白、青、緑、黄などたくさんの色で

飾られてきました。この色は、釉薬や絵具、陶器・磁器という素地、焼く時の温度、窯に入れる空気量など、

様々な素材や条件を組み合わせることによって、ようやく得ることができるものです。

特集展示では弥生から江戸時代までの作品約25件を、赤・白・青・緑の4色に分けてご紹介します。同じ色の

中でも、時代や産地ごとに特徴があり、色イロに変化するやきものをご覧いただけます。

【関連スライドトーク】

『やきもの鑑賞ガイド―日本陶磁の色―』

2025年4月12日（土）13:00～ ※予約不要、定員あり

講師：塩谷尚子（岡田美術館学芸員）

場所：岡田美術館 5階ホール

「色絵唐花文皿」鍋島藩窯

江戸時代 17世紀後半～18世紀前半

尾形乾山「色絵立葵図香合」

江戸時代 18世紀

中央を桜の形に白く残す凝った

デザイン。鮮やかな赤と透明感

のある緑が白い磁胎に映える。

立葵の花を象った小さな器。磁

器のような白と鮮やかな濃彩を

対比させ、金彩をアクセントに。

特別展では、「木蓮（春園麗華)」を描く際に参考にしたと指摘される

鈴木其一の「木蓮小禽図」（④）や、「竹生」（⑦）の竹の葉を描く際に

金泥の繊細な表現を倣ったと思われる俵屋宗達（⑧）など、御舟が学

んだ画家の作品もご覧いただけます。

また下の世代である14歳年下の田中一村（⑥）は、御舟の優れた作

品と清廉で求道的な制作態度を尊崇した一人でした。当館収蔵の

「白花と赤翡翠」は一村の代表作に位置付けられています。

ゆかりある画家たちの作品を辿りながら、近代日本画に大きな足跡を

残した速水御舟の作品をお楽しみください。

⑦速水御舟「竹生」昭和3年（1928） ⑧俵屋宗達下絵・本阿弥光悦書

柳に波下絵和歌色紙「ほととぎす」

桃山～江戸時代初期 17世紀初頭

青

白柔らかな白い地に伸びやかな筆

致で水墨画を描く。日本初の本

格的な白い器・志野の逸品。

「志野山水図鉢」美濃窯

桃山時代 16世紀末～17世紀初頭

「竹生」（拡大図）

緑

【速水御舟 相関簡略図】
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岡田美術館は2013年10月、箱根・小涌谷に開館しました。全5階、展示面

積約5,000㎡という屋内展示面積としては箱根随一を誇る広大な館内に、

日本・東洋の陶磁器や絵画などの美術品を常時約450点展示しています。

現代日本画家・福井江太郎氏によって描かれた風神・雷神の大壁画を眺

めながら楽しめる100％源泉かけ流しの足湯カフェや、季節によって表情

を変える庭園を眺めながら食事ができる「開化亭」などの付帯施設もお楽

しみいただけます。

岡田美術館について

【お問い合わせ先】

広報担当 ： 髙橋・山本・川村 TEL ： 0460-87-3931 FAX ： 0460-87-3934 E-mail ： pr@okada-museum.com

名画とともに楽しむ庭園の景色

申込受付中！「箱根の自然をスケッチ 大人のアート入門」

美術館敷地内の開化亭にて、庭園からの景色を色鉛筆で描く「箱根の自然をスケッチ 大人のアート入門」を

行います。講師に片岡永俐那先生を迎え、初心者でも気軽にご参加いただける大人のための写生会です。

岡田美術館の敷地内にある庭園では、季節毎に景

色を楽しんでいただけます。特に色とりどりの牡丹は

約400株の見事な大輪の花を咲かせ、庭園を鮮やか

に彩ります。

美術館で絵画を楽しんだあとは、ぜひ庭園にも足を

運んでみてはいかがでしょうか。

昭和初期の日本家屋を改装した飲食施設「開化亭」

木蓮／3月下旬～4月上旬

牡丹／4月下旬～5月上旬

新緑／4月下旬～6月上旬

●日 時 ：4月20日（日）13：00～16：00

●場 所 ：岡田美術館 開化亭

●参 加 費 ：7,000円（税込）

●事前申込制：0460-87-3931／info@okada-museum.com

【片岡永俐那】

画家／アーティスト。静岡県油彩美術家

協会常任委員・三島市社会教育絵画講

師。10代から画家をめざし写実表現から

抽象表現に傾倒し、現在は「五感とアー

ト」をテーマにした絵画を制作。

かたおか え り な

※画材、美術館招待券、終了後の開化亭の喫茶代含む。

※色鉛筆、画用紙等はすべて岡田美術館にて用意。

mailto:pr@okada-museum.com
mailto:info@okada-museum.com


広報用画像をご使用の際は下記の点にご注意ください。 

【注意事項】 

＊本特別展の紹介に限り使用し、二次使用や改変（部分使用含む）はご遠慮ください。 

＊使用後 2 週間以内に、貸与したデータをすべて消去してください。 

＊表記一覧に記載した掲載キャプション（作品名、作者名、制作年、岡田美術館蔵ほか）をすべてご記載ください。 

＊web 掲載時は「画像写真の無断転載禁止」の旨をご記載ください。 

＊校正原稿を広報担当者までお送りください。※校正期間は中 3 営業日 

プレスリリースをご参照の上、ご希望の写真 No.に✔印をお付けください。 

【田中一村「白花と赤翡翠」を掲載の場合】 

＊「ⓒ2025 Hiroshi Niiyama」の記載と事前校正、データ消去証明書をご提出ください。 

＊紙媒体は掲載誌 3 部を寄贈してください。 

＊ web 媒体は特別展終了後（2025 年 6 月 1 日）に画像を取り下げてください。 

✔ No. 掲載時のキャプション 

1 速水御舟「木蓮（春園麗華）」（部分）大正 15年（1926） 岡田美術館蔵 

2 小茂田青樹「粟に蜻蛉」（部分）昭和時代初期 20 世紀前半 岡田美術館蔵 

3 小林古径「麦」（部分）大正 15 年（1926） 岡田美術館蔵 

4 鈴木其一「木蓮小禽図」（部分）江戸時代後期 19 世紀前半 岡田美術館蔵 

5 松本楓湖「養老の滝・富士見西行図」（部分）明治時代末～大正時代前期 20 世紀初頭 岡田美術館蔵 

6 田中一村「白花と赤翡翠」昭和 42 年（1967）ⓒ2025 Hiroshi Niiyama 岡田美術館蔵 

7 速水御舟「竹生」（部分）昭和 3年（1928） 岡田美術館蔵 

8 俵屋宗達下絵・本阿弥光悦書 柳に波下絵和歌色紙「ほととぎす」（部分）桃山～江戸時代初期 17 世紀初頭 岡田美術館蔵 

申し込みフォーム ＊フォームへの記入、もしくはお名刺の添付をお願いいたします。 

貴社名 

媒体名 

ご担当者様名 TEL 

部署名 FAX 

E-mail

ご住所 
〒 － 

放送・掲載内容 

放送・掲載予定日   年 月   日 画像データ 必要期限 年   月 日 

放映エリア／発行部数 

弊社社内ネットワークへの

当該記事 PDF の掲載可否 
可 ／ 否 その他、掲載条件 

★プレゼント用招待券をご希望の方は、別途広報担当にご相談ください

広報担当：髙橋・山本・川村 mail : pr@okada-museum.com 

〒250-0406 神奈川県足柄下郡箱根町小涌谷 493-1 TEL : 0460-87-3931 

岡田美術館 広報用画像データ貸出申込書 

hFAXh 0460-87-3934 hE-mailh pr@okada-museum.com （岡田美術館 行）

mailto:pr@okada-museum.com
TEL:0460-87-3931
mailto:pr@okada-museum.com

